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魏
曹
操
高
陵
の
孝
子
伝
図

申
生
図
を
中
心
に

黒

田

彰

一

か
つ
て
『
文
化
安
豊
』（
二
〇
一
一
年
）
と
い
う
書
物
を
繰
っ
て
い
て１

）

、
驚
く

べ
き
図
像
を
目

し
た
。
そ
れ
は
中
国
の
三
国
時
代
、
魏
の
曹
操
（
一
五
五
｜
二

二
〇
）
の
墓
（
Ｍ
２
）
か
ら
出
土
し
た
画
象
石
で
、
五
層
に
分
か
た
れ
た
そ
の
第

二
層
の
図
像
は
、
漢
代
孝
子
伝
図
の
一
つ
と
し
て
の
申
生
図
そ
の
も
の
に
外
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る２

）

（
図
一
）。
第
二
層
の
図
像
に
は
、
明
ら
か
に
榜
題
（
題

記
）
部
が
あ
り
、
特
に
そ
の
右
か
ら
二
つ
目
の
題
記
の
下
部
を
よ
く
見
る
と
、

「
申
生
」
と
あ
る
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
が
非
常
に
気
に
な
っ
た
（
後
述
）。
そ
の

後
、『
曹
操
高
陵
』（
二
〇
一
六
年
）
が
公
刊
さ
れ
る
に
及
ん
で３

）

、
本
画
象
石
（
図

近
時
、
魏
の
曹
操
高
陵
（
河
南
省
安
陽
県
安
豊
郷
西
高
穴
村
）
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
は
、
日
中
両
国
に
お
い
て
大
変
な
評
判
を
呼
ん
だ
が
、
二
〇
一
六

年
に
河
南
省
文
物
考
古
研
究
院
『
曹
操
高
陵
』
が
刊
行
さ
れ
る
に
及
び
、
漸

く
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
思
い
懸
け
な
い
こ
と
に
、
曹
操
（
一
五

五
｜
二
二
〇
）
の
墓
室
は
、
漢
代
と
同
様
、
画
象
石
で
飾
ら
れ
、
孝
子
伝
図

が
描
か
れ
て
い
た
ら
し
い
（
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
考
証
、
復
元

を
必
要
と
し
て
い
る
）。

小
稿
は
、
そ
の
高
陵
の
孝
子
伝
図
が
、
申
生
、
金
日

、
伯

な
ど
の
図

像
に
外
な
ら
ず
、
特
に
申
生
図
が
研
究
史
的
に
極
め
て
大
き
な
学
術
的
価
値

を
有
し
よ
う
こ
と
、
金
日

図
も
ま
た
、
非
常
に
珍
し
く
、
注
目
す
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
併
せ
て
、
そ
の
画
象
石
が
孝
子
伝
図
に
加
え
、

列
女
伝
図
、
列
士
伝
図
な
ど
の
構
成
を
も
つ
、
石
室
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
こ
と
に
言
及
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

曹
操
（
高
陵
）、
孝
子
伝
図
、
申
生
図
、
金
日

図
、

伯

図

〔
抄

録
〕
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一
）
の
精
確
な
摸
写
図
が
公
開
さ
れ
る
と
共
に４

）

（
図
二
）、
そ
の
四
つ
の
題
記
も

報
告
さ
れ
（
二
つ
目
の
題
記
は
、
確
か
に
「
前
婦
子
字
申﹅
生﹅
」
で
あ
っ
た
）、
第

二
層
の
図
像
の
内
容
が
、「
従
故
事
内
容
来
看
、
応
当
是
春
秋
時
期
晋
献
公
聴
信

姫
讒
言
、
冤
殺
太
子
申
生
的
故
事
」（
232
頁
）
と
断
じ
ら
れ
た
こ
と
は５

）

、
曹
操

高
陵
か
ら
の
申
生
図
の
出
現
と
い
う
、
画
期
的
な
事
実
を
、
揺
る
ぎ
の
な
い
も
の

と
し
た
の
で
あ
る
（

姫
の

に
は
、
様
々
な
綴
り
が
あ
る
が
、
小
稿
で
は
、

姫

史
記
晋
世
家
等

の
表
記
に
従
う
）。

私
は
か
つ
て
日
本
伝
存
の
二
種
の
完
本
孝
子
伝
（
陽
明
本
、
船
橋
本
）
の
注
解

に
従
事
し
た
折６

）

、
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
と
世
界
的
に
伝
存
す
る
、
豊
富
な
そ
の
図
像

（
孝
子
伝
図
）
と
の
関
係
に
気
付
き
、
そ
の
対
照
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
て
、
取

り
分
け
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
、
研
究
史
上
、
始
め
て
と
な
る
申
生
図
の
発
見

に
瞠
目
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る７

）

（
後
述
、
王
恩
田
論
文
、
東
野
治
之
氏
教
示
）。

そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
旧
拙
稿
「
申
生
贅
語
｜
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝

｜
」（
平
成
15
年
）
に
お
い
て
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が８

）

、
今
般
の
曹
操
高
陵
か
ら

の
申
生
図
の
出
現
は
、
私
に
と
っ
て
そ
の
時
の
衝
撃
に
次
ぐ
、
二
度
目
の
驚
愕
を

齎
す
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
少
し
く
具
体
的
に

そ
の
新
出
申
生
図
の
図
像
内
容
を
考
察
す
る
と
共
に
、
そ
こ
に
看
取
さ
れ
る
一
、

二
の
問
題
及
び
、
新
出
申
生
図
の
学
術
的
意
義
に
関
し
、
孝
子
伝
図
研
究
の
見
地

か
ら
述
べ
て
み
た
く
思
う
。

こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
孝
子
伝
図
と
し
て
の
申
生
図
に
は
、
五
例
の
図
像
が

あ
り
、
そ
こ
に
今
般
の
曹
操
高
陵
の
も
の
を
加
え
た
六
例
の
そ
れ
を
、
一
覧
と
し

て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
武

祠
三
石
４
層
。
後
掲
図
四
）

図二 申生図（曹操高陵出土画象石２層、摸図) 図一 申生図（曹操高陵出土画象石２層)
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⑵
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石

二
石

三
幅
の

孝
子
伝
図
の
右
辺

。
図
五
）

⑶
嘉
祥

山
一
号
墓
画
象
石

二
石
３
層
。
図

六
）

⑷
嘉
祥

山
二
号
墓
画
象
石

一
石
３
層
。
図

七
）

⑸
山
東
肥
城
後
漢
画
象
石

東
壁
４
層
。
図
八
）

⑹
曹
操
高
陵
出
土
画
象
石

２
層
。
図
三
）

そ
の
内
、
ま
ず
⑹
曹
操
高
陵
出
土
画
象
石
二
層
の
申

生
図
を
図
二
か
ら
取
り
出
し
、
改
め
て
掲
げ
直
せ
ば
、

図
三
の
よ
う
に
な
る
。
図
三
と
比
較
す
べ
く
、
続
け

て
⑴
｜
⑸
の
図
像
を
、
主
に
拓
本
（
及
び
、
摸
写

図
）
に
よ
り
掲
げ
た
も
の
が
、
図
四
｜
図
八
で
あ
る９

）

（
図
七
上
は
、
原
石
写
真
）。
図
三
｜
図
八
を
通
覧

す
る
と
、
新
出
の
図
三
は
、
図
四
｜
図
八
と
殆
ど
同

じ
構
図
を
持
ち
、
特
に
図
三
の
画
面
中
央
の
引
っ
繰

り
返
っ
た
犬
が
、
図
六
、
図
七
（
ま
た
、
図
八
左

後
述
、
毒
を
食
う
犬

）
と
共
通
す
る
こ
と
な
ど
、

申
生
図
と
し
て
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

二

さ
て
、
図
三
｜
図
八
の
よ
う
な
申
生
図
は
一
体
、
如
何
な
る
文
献
に
基
づ
い
て

描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
宮
崎
市
定
氏
は
か
つ
て
、
史
記
晋
世
家
に

見
え
る
申
生
、
重
耳
の
物
語
に
つ
い
て

晋
世
家
に
見
え
る
文
公
の
記
述
は
、
春
秋
左
伝
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
正
に

一

の
小
説
で
あ
る
。
父
の
献
公
は
後
妻
の

姫
に
惑
わ
さ
れ
、
そ
の
子

斉
に
位
を
譲
ろ
う
と
し
、
太
子
を
殺
し
た
の
で
、
次
子
の
重
耳
、
後
に
文
公

と
な
る
人
は
難
を
避
け
て
出
奔
し
、
諸
国
を
遍
歴
す
る
。
こ
の
よ
う
な
遍
歴

談
は
元
来
は
娯
楽
的
な
語
り
物
で
あ
っ
た
の
で
、
ど
こ
ま
で
史
実
を
伝
え
た

も
の
か
分
か
ら
な
い
（『
史
記
を
語
る
』

世
家
）

と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が10

）

、「
正
に
一

の
小
説
」
と
し
て
の
文
学
的
な
特

質
に
注
目
す
べ
く11

）

、
例
え
ば
申
生
の
物
語
の
面
白
さ
は
、
群
を
抜
い
た
も
の
が
あ

っ
て
古
来
、
余
り
に
も
有
名
な
も
の
で
あ
り
、
今
日
そ
れ
を
載
せ
る
文
献
は
、
枚

挙
に
遑
が
な
い
。
そ
の
主
要
な
も
の
の
み
を
列
挙
し
て
み
て
も
、

・
春
秋
穀

伝
僖
公
十
年

・
春
秋
左
氏
伝
荘
公
二
十
八
年
、
僖
公
四
年

・
国
語
晋
語

・
呂
氏
春
秋
十
九
上
徳

・
礼
記
壇
弓
上

・
史
記
晋
世
家

・
説
苑
四
立
節

・
列
女
伝
七
・
７

図三 曹操高陵出土画象石（申生図。⑹)
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図五 泰安大 口後漢画象石⑵

図四 武 祠画象石（下、摸図。⑴）

四

魏
曹
操
高
陵
の
孝
子
伝
図
（
黒
田

彰
）



図六 嘉祥 山一号墓後漢画象石⑶

図七 嘉祥 山二号墓後漢画象石（下、摸図。⑷)

図八 山東肥城後漢画象石⑸
五
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等
の
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
例
え
ば
上
掲
図
三
｜
図
八
の
よ

う
な
申
生
図
は
、
そ
れ
ら
の
書
物
に
適
宜
、
基
づ
い
て
そ
の
図
像
が
描
か
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。
後
漢
、
王
延
寿
の
「
魯
霊
光
殿
賦
一
首

序
」
に
、

下
及

三
后
婬
妃
乱
主
忠
臣
孝
子
烈
士
貞
女
、
賢
愚
成
敗
、
靡

不

載
叙

と
い
う
記
載
の
あ
る
こ
と
は
（
霊
光
殿
は
、
漢
恵
帝
の
王
子
、
魯
恭
王
餘
が
魯

山
東
省

の
地
に
建
て
た
宮
殿
）、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
孝
子
」

に
関
す
る
晋
、
張
載
に
よ
る
貴
重
な
古
注
（
文
選
、
李
善
注
所
引
）
に
、

孝
子
、
申
生
伯
奇
之
等

と
さ
れ
る
通
り
、
当
時
の
宮
殿
に
は
孝
子
、
列
女
、
列
士
な
ど
の
図
像
が
屡
々
描

か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
死
後
も
現
世
と
殆
ど
変
わ
り
の
な
い
世
界
が
続
く
と
考

え
ら
れ
た
、
中
国
古
代
以
来
の
来
世
観
念
に
よ
っ
て
孝
子
、
列
女
、
列
士
等
の
図

像
は
、
当
時
の
墓
域
、
墓
中
に
も
持
ち
込
ま
れ
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
、
墓

室
等
の
内
部
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
例
え
ば
図
三
｜
図
八
の
よ
う
な
申

生
図
も
、
孝
子
伝
図
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
申
生
図
の

今
日
に
お
け
る
伝
存
を
、
世
界
的
に
知
ら
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
、
最
重
要
資
料

の
一
、
⑵
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石
の
申
生
図
（
図
五
）
が
、
そ
の
図
中
や
そ
の

左
に
、
慈
烏
図
（
陽
明
本
孝
子
伝
45
）、
丁
蘭
図
（
同
9
）、
董
永
図
（
同
2
）、

趙
苟
図
（
師
覚
授
孝
子
伝
）
を
従
え
て
い
る
事
実
が
、
何
よ
り
雄
弁
に
証
拠
付
け

て
い
る
通
り
で
あ
る
。
加
う
る
に
、
新
出
の
本
図
（
図
三
）
の
場
合
も
、
韓
伯

図
（
同
4
）
の
同
時
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る12

）

（
題
記
「
孝
子
伯
楡

）
□母

）
」。
後
掲

図
十
四
）。
そ
こ
で
、
小
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
見
地
に
立
っ
て
、
図
三
｜
図
八
の

申
生
図
を
、
孝
子
伝
図
の
一
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
中
国
本
土
に
お
い
て
孝
子
伝
が
堙
滅
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
現

在
、
私
達
が
参
照
出
来
る
孝
子
伝
本
文
は
、
極
め
て
少
数
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。

中
で
、
日
本
伝
存
の
完
本
孝
子
伝
二
種
の
第
三
十
八
条
に
、
そ
の
本
文
が
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
僥
倖
と
す
べ
く
、
な
お
唐
、
于
立
政

類
林
の
逸
文
中
に
、
そ
の

一
条
を
存
し
て
い
る
こ
と
も
貴
重
で
、
今
そ
の
三
本
の
本
文
を
併
せ
掲
げ
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る13

）

。

陽
明
本

申
生
者
晋
献
公
之
子
也
。
兄
弟
三
人
、
中
者
重
耳呵

）
、
少
者
夷
吾
。
母
曰
斉晉

）
姜
、

早
亡
。
而
申
生
至
孝
。
父
伐
麗
戎娘

）
、
得
女
一
人
、
便
拝
為
妃
。
賜
姓
騏
氏
、

名
曰
麗
姫
。
々
生
子孝

）
、
名
曰

斉晉
）

卓
子
。
姫
懐
妬
之
心
、
欲
立
其
子
斉晉

）
以
為

家
嫡
。
因
欲
讒
之
、
謂
申
生
曰
、
吾
昨
夜
夢
汝
母
飢
渇
弊
。
汝
今
宜
以
酒
礼

至
墓
而
祭
之
云
。
申
生
涕
泣
、
具
弁
肴
饌
。
姫
密
以
毒
薬
置
祭
食
中
、
謂
言

申
生
、
祭
訖
食
之
則
礼死

）
。
而
申
生
孝
子
、
不
能
敢

。
将
還
献
父
、
々
欲
食

之
。
麗
姫
恐
薬
毒
中
献
公
、
即
投
之
曰
、
此
物
従
外
来
。
焉
得

食
之
。
乃

命
青
衣
、
嘗
之
入
口
、
即
死
。
姫
乃
詐
啼
叫
曰
、
養
子
反
欲
殺
父
。
申
生
聞

之
、
即
欲
自
殺
。
其
臣
諌
曰
、
何
不
自
理
。
黒
白
誰
明
。
申
生
曰
、
我
若
自

理
、
麗
姫
必
死
。
父
食
不
得
麗
姫
則
不
飽飲

）
、
臥
不
得
麗
姫
則
不
安
。
父
今
失

麗
姫
、
則
有
憔
悴
之
色
。
如
此
、
豈
為
孝
子
乎
。
遂
感
激
而
死
也
。

船
橋
本

申
生
晋
献
公
之
子
也
。
兄
弟
三
人
、
中
者
重
耳
、
小
者
夷
吾
。
母
云
斉
姜
、

其
身
早
亡
也
。
申
生
孝
。
於
時
父
王
伐
麗
戎
、
得
一
女
便
拝
為
妃
。
賜
姓
則

騏
氏
、
名
即
麗
姫
。
々
生
子
、
名
曰

斉
。
爰
姫
懐
妬
心
、
謀
却
申
生
、
欲

立

斉
。
姫
語
申
生
云
、
吾
昨
夜
夢
見
汝
母
飢
渇
之
苦
。
宜
以
酒
至
墓
所
祭
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之
。
申
生
聞
之
、
泣
涕
弁
備
。
姫
密蜜

）
以
毒
入
其
酒
中
、
乃
語
申
生
云
、
祭
畢

即
飲
其
酒
、
是
礼
也
。
申
生
不
敢
飲
、
其
前
将
来
献
父
。
々
欲
〔
飲
〕
之
、

姫
抑
而
云
、
外
物
不

用
。
乃
試
令
飲
青
衣
、
即
死
也
。
於
時
姫
詐
泣
叩
曰
、

父
養
子
、
々
欲
殺
父
耶
。
申
生
聞
之
、
即
欲
自
殺
。
其
臣
諌
云
、
死
而
入
罪
、

不
如
生
而
表
明
也
。
申
生
云
、
我
自
理
者
、
麗
姫
必
死、）

。
無
麗
姫
者
、
公
亦

不
安
。
為
孝
之
意
、
豈
有
趨
乎
。
遂
死
也
。

類
林
所
引
逸
名
孝
子
伝

晋
申
生

献
公
先
娶
斉
女
為
后
。
生
太
子
申
生
。
斉
女
卒
。
乃
立

姫
為
后
。

生
子×

）

斉
及
卓
子
。

姫
欲
立

斉
為
太
子
。
讒
申
生
於
公王

）
曰
、
妾
昨
夜
夢

申
生
之
母
従
妾
乞
食
。
公王

）
信
之
。
即
令
申
生
往
其
母
墓
祭
之
。
申
生
祭
還
。

姫
潜
以
毒
薬
安
肉
中
。
申
生
欲
上
公
祭
肉
。
姫
謂
公
曰
、
蓋
聞
、
食
従
外

来
、
可
令
人
嘗
試
之
。
公
以
肉
与
犬
、
犬
死
。
与
婢
、
婢
死
。
姫
曰
、
為
人

之
子
者
、
乃
如
此
乎
。
公
以
垂
老
之
年
、
不
得
終
天
之
年
。
而
欲
毒
薬
殺
而

早
図
其
位
。
此
時
非
但
殺
公
、
亦
当
及
于
諸
子
。
請
将
二
子
自

於
狐

之

地
。
無
為
被
太
子
見
其
魚
肉
也
。
公
大
怒
、
賜
申
生
死
。
大
夫
李
克
謂
申
生

曰
、
何
不
自
治
。
申
生
曰
、
吾
父
老
矣
。
臥
不
得
姫
則
不
安
、
食
不
得
姫
則

不
飽
。
吾
若
自
治
、
公
則
殺
姫
。
為
人
之
子
者
、
殺
父
所

所
父
）

安
、
非
孝
也
。
遂

自
縊
而
死
。
出
孝
子
伝

三

孝
子
伝
図
と
し
て
の
申
生
図
が
世
に
出
た
の
は
、
そ
ん
な
に
昔
の
話
で
は
な
い
。

申
生
図
と
い
う
も
の
の
伝
存
が
、
広
く
世
界
に
知
れ
亙
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

⑵
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石
（
図
五
）
の
公
開
と
（
一
九
八
四
年
。
出
土
し
た
の

は
、
一
九
六
〇
年
６
月
）、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
と
す
る
、
王
恩
田
氏
に
よ
る

「
泰
安
大

口
漢
画
像
石
歴
史
故
事
考
」
の
公
刊
に
負
う
所
が
大
き
い14

）

（
一
九
九

二
年
）。
前
掲
図
四
｜
図
八
の
五
図
の
申
生
図
の
内
、
文
字
題
記
を
伴
っ
て
い
る

の
は
、
た
だ
図
五
（
⑵
）
の
一
例
に
過
ぎ
ず
、
⑵
の
出
現
が
研
究
史
上
、
始
め
て

と
な
る
文
字
証
拠
を
伴
う
申
生
図
の
出
現
を
意
味
し
た
こ
と
か
ら
、
申
生
図
と
い

う
も
の
の
現
存
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
度
の
⑹
曹
操
高
陵
出
土

画
象
石
の
そ
れ
（
図
三
）
も
、
や
は
り
⑵
と
同
様
、
極
め
て
貴
重
な
文
字
題
記
を

伴
っ
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
新
出
⑹
の
申
生
図
（
図
三
）
の
学
術
的
意
義
を
、
ま

ず
そ
の
文
字
題
記
か
ら
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。

図
九
は
、
⑵
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石
の
申
生
図
（
図
五
）
に
お
け
る
、
三
つ

の
題
記
部
分
を
右
か
ら
、
ａ
、
ｂ
、
ｃ
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ａ
、

ｂ
、
ｃ
は
、
こ
れ
ま
で
専
ら
王
恩
田
氏
の
説
に
従
っ
て
、

ａ
此
浅献

）
公
前
婦
子

ｂ
此
晋
浅献

）
公
見
離麗

）
算

ｃ
此
後
母
離
居

麗
姫
）

（
也
）

と
判
読
さ
れ
た
（
但
し
、
王
氏
は
、
ｂ
の
五
文
字
目
を
貝
と
見
、
被
の
音
通
と
さ

れ
る
）。
問
題
は
、
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
、
献
公
に
該
当
す
る
、
献
字
を
め
ぐ

る
も
の
で
一
見
、「
沙
」
に
見
え
る
、
ａ
の
二
文
字
目
と
ｂ
の
三
文
字
目
の
文
字

を
、
王
氏
は
、「
第
３
字
従
水
、
従
戈
、
為
〞
浅
〝
字
省
文
、
非
沙
字
。
浅
、
献

古
音
均
属
元
部
、
音
近
相
通
」（
73
頁
右
）
と
述
べ
て
、
浅
と
解
読
さ
れ
た
。
も

う
一
つ
は
、

（
麗
）
姫
に
該
当
す
る
二
文
字
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
ｃ
の
五
、
六

字
目
の
離
居
（
及
び
、
ｂ
の
六
字
目
の
離
）
を
、
離
は
、
麗
（

）
に
通
じ
、
居
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は
、
姫
に
通
じ
る
と
し
て
、
離
居

を

（
麗
）
姫
の
宛
字
と
考
え
ら

れ
た
。
中
で
、
後
者
は
、
現
代
音

に
お
い
て
も
、
麗
、
離
は
、
lı

（
ま
た
、
lı
）、
姫
、
居
は
、
ji

と
同
音
な
の
で
、
従
う
べ
き
卓
説

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
前
者
の

浅
を
献
の
通
字
と
し
て
良
い
か
ど

う
か
に
は
、
疑
問
が
残
っ
た
が
、

さ
り
と
て
そ
れ
に
代
わ
る
案
も
浮
か
ば
ず
、
王
氏
の
説
に
従
う
こ
と
と
し
た
。

さ
て
、
研
究
史
的
に
見
て
、
⑵
（
図
五
）
と
同
様
、
新
出
の
⑹
曹
操
高
陵
出
土

画
象
石
（
図
三
）
に
も
、
題
記
の
あ
る
こ
と
が
、
極
め
て
貴
重
且
つ
、
重
要
で
、

⑹
の
出
現
は
ま
た
、
申
生
図
に
お
け
る
、
第
二
の
文
字
題
記
を
持
つ
、
図
像
の
出

現
を
も
意
味
す
る
点
に
、
是
非
共
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
⑹
（
図
三
）
に
は
、

四
つ
の
題
記
が
残
り
、
そ
れ
ら
は
右
か
ら
、

ａ
侍
郎

ｂ
前
婦
子
字
申
生

ｃ
晋
沙
公
時
也

ｄ

侍
郎

と
判
読
さ
れ
る
。
就
中
、
ｂ
の
末
尾
に
、「
申
生
」
の
二
文
字
が
見
え
る
こ
と
の

学
術
的
意
義
は
、
甚
だ
大
き
い
（
図
十
）。
⑵
の
題
記
を
想
起
し
よ
う
。
そ
れ
ら

に
は
、
浅
公
、
離
居
の
二
人
の
人
名
が
見
え
、
そ
の
離
居
は
、

姫
の
意
味
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
疑
い
な
い
が
、
遺
憾
乍
ら
、
浅
公
、
離
居
の
字
形
と
い

う
も
の
は
、
直
接
に
申
生
の
物
語

を
差
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に

は
一
旦
、
そ
れ
ら
が
献
公
、

姫

を
差
す
で
あ
ろ
う
と
の
解
釈
の
挿

ま
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
他
、

例
え
ば
図
五
の
図
像
内
容
な
ど
の

場
合
も
、
全
く
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
端
的
に
言
え
ば
、
如
何
に
蓋
然
性

が
高
く
て
も
、
⑵
（
図
五
）
は
、
申
生
図
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
に
留
ま
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
出
⑹
の
題
記
ｂ
（
図
十
）
の
末
尾
二
文

字
「
申
生
」
の
場
合
は
、
⑵
の
浅
公
、
離
居
の
ケ
ー
ス
と
は
、
少
し
く
次
元
が
異

な
る
。
そ
れ
は
、
図
三
に
お
け
る
、
右
か
ら
四
人
目
の
人
物
が
、
直
ち
に
申
生
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
延
い
て
は
、
図
三
全
体
が
申
生
に
纏
わ
る
図
像
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
、
そ
こ
に
⑵
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
、
例
え
ば
字
形
を
め
ぐ
る
解
釈
な

ど
が
介
在
す
る
余
地
は
、
全
く
な
い
。
即
ち
、
図
三
の
出
現
、
取
り
分
け
、
そ
の

題
記
ｂ
（
図
十
）
の
終
わ
り
の
二
文
字
、「
申
生
」
の
語
の
出
現
は
、
後
漢
時
代

以
前
に
確
実
に
申
生
図
が
存
し
て
い
た
こ
と
の
、
始
め
て
の
直
接
的
な
証
拠
と
見

做
さ
れ
る
点
、
新
出
⑹
の
申
生
図
（
図
三
）
の
学
術
的
価
値
を
考
え
る
際
に
、
ま

ず
最
初
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
実

は
、
す
ぐ
⑵
ま
た
、
⑴
、
⑶
｜
⑸
の
諸
図
（
図
四
｜
図
八
）
へ
も
波
及
し
て
、
後

漢
以
前
に
お
け
る
、
孝
子
伝
図
と
し
て
の
申
生
図
の
研
究
の
、
今
後
の
展
開
を
基

礎
付
け
る
役
割
を
、
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
⑹
題
記
ｂ
（
図
十
）
に
よ
っ
て
、
当
時
の
申
生
図
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、

⑵
の
そ
れ
（
図
五
）
の
資
料
的
価
値
が
、
改
め
て
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、

図十 ⑹題記ｂ

図九 ⑵題記

ｃ ｂ ａ
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同
時
に
問
題
化
す
る
の
は
、
⑵
題
記
（
図
九
）
ａ
、
ｂ
の
二
文
字
目
と
三
文
字
目

に
見
え
る
、「
浅
」
字
の
解
釈
法
の
当
否
の
問
題
で
あ
る
。
⑹
（
図
三
）
の
出
現
、

特
に
そ
の
題
記
ｂ
（
図
十
）
の
出
現
に
よ
っ
て
、
⑵
（
図
五
）
の
申
生
図
で
あ
る

こ
と
が
確
定
す
る
と
、
⑵
題
記
（
図
九
）
ｂ
の
六
文
字
目
と
ｃ
の
四
文
字
目
等
は
、

や
は
り
「

離
）

〔
姫居

）
〕」
と
断
じ
て
誤
り
の
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
は
、
王
氏

の
説
の
卓
抜
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
の
王
恩
田
論
文
が
、
中
国
に

お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
中

国
画
像
石
全
集
１
山
東
漢
画
像
石
の
図
版
二
三
〇
（
176
、
177
頁
）
が
、
⑵
題
記

（
図
九
）
ａ
、
ｂ
、
ｃ
を
釈
し
て
、

〔
此
〕
浅
（
献
）
公
前
婦
子

此
晋
浅
（
献
）
公
貝
（
被
）
離
（

）
算

此
後
母
離
（

）
居
（
姫
）
也

と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
が15

）

（
図
版
説
明
二
三
〇
、
76
頁
）、
そ
の
浅
字

の
再
考
を
促
す
の
が
、
⑹
曹
操
高
陵
出
土
画
象
石
の
申
生
図
（
図
三
）
に
記
さ
れ

た
、
右
か
ら
三
つ
目
の
題
記
ｃ
で
あ
る
。

四

図
十
一
は
、
⑵
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石
の
申
生
図
（
図
五
）
の
題
記
ａ
、
ｂ

と
、
⑹
曹
操
高
陵
画
象
石
の
そ
れ
（
図
三
）
の
題
記
ｃ
と
の
三
つ
の
題
記
を
並
べ

掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
⑵
ａ
二
、
三
文
字
目
と
ｂ
三
、
四
文
字
目
に
、
件
の

「
浅献

）
公
」
の
語
が
見
え
て
い
る
。
王
氏
は
、
⑵
ａ
二
文
字
目
と
ｂ
三
文
字
目
に
対

し
、

第
３
字
従
水
、
従
戈
、
為

〞
淺
〝
字
省
文
、
非
沙
字
。

浅
、
献
古
音
均
属
元
部
、
音

近
相
通
。
晋
浅
公
即
晋
献
公

（
73
頁
右
）

と
考
証
し
て
、
そ
れ
ら
を
浅
と
解

釈
さ
れ
（
浅
、
献
の
古
音
が
元
部

に
属
す
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い

但
し
、
子
音
は
異
な
っ
て
い
る
。

三
木
雅
博
氏
教
示

）、
私
の
旧
稿
も
、
王
氏
の
説
に
従
っ
た
。

さ
て
、
新
出
⑹
ｃ
の
題
記
二
、
三
文
字
目
に
も
、
同
じ
語
が
見
え
、
王
氏
の
説

に
従
え
ば
、
こ
れ
も
「
浅献

）
公
」
と
な
る
筈
だ
が
、
果
し
て
そ
う
か
。
図
十
一
左
、

⑹
ｃ
の
そ
れ
は
、
ど
う
見
て
も
、「
沙
公
（
晋
沙
公
時
也
）」
と
し
か
見
え
な
い
。

そ
も
そ
も
⑵
ａ
、
ｂ
に
し
た
所
で
、
王
恩
田
論
文
の
三
年
前
に
出
さ
れ
た
報
告
書

「
泰
安
大

口
漢
画
像
石
墓
」（『
文
物
』
89
・
1
、
一
九
八
九
年
）
に
お
い
て
は
、

ａ
此
沙
公
前
婦
子

ｂ
此
晋
沙
公
貝
離
莫

ｃ

此
後
母
離
居
也

と
あ
る
よ
う
に16

）

（
81
頁
右
）、
そ
れ
ら
は
共
に
、「
沙
公
」
と
読
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
す
る
と
、
今
般
の
⑹
ｃ
題
記
（「
晋
沙
公
時
也
」）
の
出
現
に
よ
り
、
再
び

⑵
ａ
、
ｂ
題
記
の
そ
れ
も
、「
沙
公
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
来
る
だ
ろ
う
。

即
ち
、
問
題
は
、
振
り
出
し
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
私
は
初
心
に

返
り
、
献
公
と
沙
公
と
の
関
係
、
つ
ま
り
献
と
沙
と
の
関
係
を
、
改
め
て
考
え
直

図十一 題記⑵ａ、ｂ、⑹ｃ
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す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
手
始
め
に
大
漢
和
（
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』）
の
献
字
の

所
を
繙
い
て
み
て
、
非
常
に
驚
い
た
。
思
い
掛
け
な
い
こ
と
に
、
献
の
字
に
は
、

か
つ
て
サ
suo
の
音
が
あ
っ
た
と
言
う
（
因
み
に
、
私
の
常
用
す
る
『
新
字
源
』
の

献
字
の
項
に
は
、
ケ
ン
（
コ
ン
）
の
音
し
か
出
て
来
な
い

『
角
川
大
辞
源
』
に

は
サ
の
音
も
出
る

）。
こ
こ
で
、
献
と
沙
の
字
に
つ
い
て
少
し
考
証
し
て
み
よ
う
。

献
と
い
う
字
に
は
、
古
く
サ
と
い
う
音
が
あ
っ
た
（
礼
記
二
十
六
郊
特
牲
十
一

「
汁
献
」
の
鄭
注
に
、「
献
、
読
当
為

」、
経
典
釈
文
十
二
、
礼
記
音
義
二
に
、

「
献
。
依
注
為

、
素
何
反
」、
礼
記
三
十
一
明
堂
位
十
三
「
周
献
豆
」
の
疏
に
、

「
正
義
曰
、
献
音
娑
」
な
ど
と
あ
る
）。
そ
れ
は
、
多
く
翡
翠
で
飾
ら
れ
た
酒
尊

の
意
の
場
合
の
音
と
さ
れ
、
献
の
字
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
古
来
か
ら
献
尊

（
樽
）、
犠
尊
、
戯
尊
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
、
祭
儀
の
た
め
の
酒
樽
が
存
し
て
い

て
、
そ
れ
ら
は
全
て
、
サ
ソ
ン
と
発
音
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
周
礼
二
十
春
官
、

司
尊

「
其
朝
践
用
両
献
尊
」
の
鄭
注
に
、「
鄭
司
農
云
…
…
献
読
為
犠
、
犠
尊

飾
以
翡
翠
」

鄭
司
農
は
、
後
漢
の
鄭
衆
の
こ
と
。
大
司
農
の
官
に
就
き
、
後
鄭

の
鄭
玄
に
対
し
、
先
鄭
と
称
さ
れ
る

、
経
典
釈
文
八
、
周
礼
音
義
上
に
、「
両
献
、

本
或
作
戯
、
注
作
犠
、
同
素
何
反
」、
集
韻
三
、
平
声
三
戈
八
の
「
娑
。
桑
何
切
」

下
に
、「
犠
、
献
、
戯
。
酒
尊
名
、
飾
以
翡
翠
、
鄭
司
農
説
、
或
作
献
戯
」
な
ど

と
あ
る
）。
ま
た
、
沙
の
字
も
犠
に
通
じ
る
と
さ
れ
（
康
熙
字
典
巳
上
水
四
に
、

「
沙
…
…
又
与
犠
通
」
と
あ
る
）、
犠
尊
は
、
鳳
凰
を
描
い
た
酒
尊
の
こ
と
と
す

る
説
が
あ
っ
て
（
詩
経
二
十
之
二
魯
頌

宮
「
犠
尊
将
将
」
の
毛
伝
に
、「
犠
尊

有
沙
飾
」、
礼
記
三
十
一
明
堂
位
十
四
「
尊
用
犠
象
」
の
鄭
注
に
、「
尊
、
酒
器
也
。

犠
尊
以
沙
羽
為
画
飾
」、
疏
に
、「
犠
読
如
沙
、
沙
鳳
凰
也
」
な
ど
と
あ
る
）、
さ

ら
に
沙
の
字
は
、
献
に
も
通
じ
る
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
（
儀
礼
十
六
大
射
七
「
両

壷
献
酒
」
の
鄭
注
に
、「
献
読
為
沙
」、
疏
に
、「
献
、
沙
也
」
な
ど
と
あ
る
）、
尊

と
し
て
の
実
態
は
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
献
（
犠
）
と
沙
と
の
間
に
は
、
古

く
深
い
関
連
が
あ
り
、
互
い
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
題
記
を
有
す
る
⑵
、
⑹
の
申
生
図
に
お
い
て
、
献
公
が
沙
公
と
表
記
さ
れ
る

こ
と
は
、
誤
記
な
ど
で
な
い
こ
と
は
勿
論
、
単
な
る
宛あて
字じ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
献
公
が
、
何
故
サ
コ
ウ
と
発
音
さ
れ
た
の
か
、
理
由
は
よ
く
分
か
ら

な
い
も
の
の
、
例
え
ば
周
礼
二
十
司
尊

「
鬱
斉
献
酌
」
の
鄭
注
に
、「
献
、
読

為
摩

之

、
斉
語
声
之
誤
也
」
と
い
う
、
興
味
深
い
説
が
見
え
て
い
て
（
趙
超

氏
教
示
。
鬱
斉
は
、
鬱うつ
ちよう

（
鬱
金
香
草
）
の
酒
を
調
和
案
配
し
た
も
の
、
献
酌

は
、
威
儀
の
あ
る
柄
杓
の
意
）、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
献
字
の
サ
音
は
、
も
と
斉

（
山
東
省
）
の
地
方
音
に
過
ぎ
な
か
っ
た
発
音
法
が
、
正
式
な
音
と
し
て
採
用
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
晋
献
公
は
、
名
を
詭

諸
と
言
い
、
春
秋
時
代
の
晋
の
十
九
代
の
君
主
で
あ
っ
て
、
献
公
は
、
そ
の
諡
号

で
あ
る
。
す
る
と
、
献けん
の
意
味
は
、
本
来
は
賢
君
の
意
で
あ
ろ
う
が
（
逸
周
書

汲

周
書

六
諡
法
解
五
十
四
に
、「
聡
明
叡
哲
、
曰
献
」
な
ど
と
あ
る
）、
或

い
は
、
そ
の
献
字
が
、
鳳
凰
な
い
し
、
翡
翠
（
川
蝉
か
）
で
飾
ら
れ
た
酒
樽
の
意

に
解
さ
れ
、
サ
コ
ウ
の
音
や
、
沙
公
の
表
記
を
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
新
出
の
⑹
（
図
三
）
の
題
記
の
検
討
を
通
じ
、
ま
ず
そ
こ
に
「
申

生
」
の
語
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
⑵
を
含
む
⑴
及
び
、
⑶
｜
⑸
（
図
四
｜
図

八
）
の
五
図
が
、
孝
子
伝
図
の
申
生
図
に
外
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
確
定
し
、
さ

ら
に
ま
た
、
⑵
、
⑹
の
題
記
に
共
通
し
て
見
え
る
（
図
十
一
）、
沙
公
が
献
公

（
孝
子
伝
）
で
あ
る
こ
と
の
確
認
さ
れ
る
点
の
、
孝
子
伝
図
研
究
に
お
け
る
学
術

一
〇

魏
曹
操
高
陵
の
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的
意
義
は
、
甚
だ
大
き
い
。
さ
て
、
図
三
（
⑹
）
の
中
央
に
は
、
転
倒
す
る
斑ぶち
犬いぬ

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
（
図
六

⑶

）、
図
七

⑷

も
同
様
。
図
八

⑸

は
、

毒
肉
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
す
る
犬
）、
類
林
所
引
逸
名
孝
子
伝
の
、「
公
以
肉
与
犬
、

犬
死
」
に
基
づ
く
も
の
ら
し
い17

）

（
穀

伝
に
、「
以

与
犬
、
犬
死
」
と
見
え
る
。

両
孝
子
伝
に
こ
の
こ
と
が
見
え
な
い
の
は
、
早
い
時
期
に
お
け
る
脱
落
で
あ
ろ

う
）。
そ
の
犬
の
右
に
描
か
れ
る
の
が
申
生
で
、
左
に
描
か
れ
る
の
が
献
公
で
あ

る
こ
と
は
、
ｂ
、
ｃ
の
題
記
か
ら
も
明
ら
か
で
（
ｂ
「
前
婦
子
字
申
生
」、
ｃ

「
晋
沙献

）
公
時
也
」）、
そ
の
申
生
は
、
短
剣
を
喉
に
擬
し
、
今
し
も
自
殺
し
よ
う
と

す
る
場
面
で
あ
る
（
図
五

⑵

、
図
六

⑶

、
図
七

⑷

も
同
じ
）。
こ
れ

は
、
陽
明
本
孝
子
伝
に
、「
申
生
聞
之
、
即
欲
自
殺
」
と
あ
る
記
述
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
（
船
橋
本
も
同
じ
。
穀

伝
に
、「
吾
寧
自
殺
…
…
刎

而
死
」
と
言

う

とう
は
、
首
の
こ
と

。
但
し
、
類
林
所
引
孝
子
伝
に
は
、「
遂
自
縊
而
死
」
と

あ
っ
て
、
一
致
し
な
い
）。
犬
は
、
描
か
れ
な
い
場
合
が
あ
る
が
（
図
一

⑴

、

図
五

⑵

、
図
八

⑸

）、
例
え
ば
図
三
（
⑹
）
の
画
面
中
央
に
配
さ
れ
た
、

申
生
（
右
）
と
献
公
（
左
）
と
は
、
申
生
図
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
（
図
五

⑵

、
図
七

⑷

、
図
八

⑸

も
同
じ
）。
ま
た
、
申
生
の
右
に
描
か
れ
る

の
は
、
李
克
（
類
林
所
引
逸
名
孝
子
伝
。
穀

伝
に
、「
世
子
之
傅
里
克
」
と
見

え
る
。
世
子
は
申
生
）
で
あ
ろ
う
（
図
五

⑵

、
図
七

⑷

、
図
八

⑸

も

同
じ
）。
さ
ら
に
図
三
（
⑹
）
の
献
公
の
左
に
坐
す
二
人
は
、

斉
と
卓
子
で
あ

ろ
う
。
図
七
（
⑷
）
の
献
公
の
左
に
は
、

斉
が
描
か
れ
る
（
図
五

⑵

、
不

見
）。
献
公
の
左
、

斉
、
卓
子
を
挟
み
、
屋
内
に
坐
す
女
性
が

姫
で
あ
る
こ

と
は
、
図
五
（
⑵
）
の
献
公
の
左
に
立
つ
女
性
が

姫
に
外
な
ら
な
い
こ
と
か
ら

（
⑵
題
記
ｃ
「
此
後
母
離
居姫

）
（
也
）」）、
ま
ず
動
か
な
い
（
図
三

⑹

、
図
七

⑷

も
同
じ
）。
な
お
図
三
⑹
の
画
面
左
右
両
端
に
は
、
各
二
人
の
侍
者
が
配

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
図
八
（
⑸
）
は
、
例
え
ば
図
七
（
⑷
）
画
面
左
の

斉
、

姫
を
、
図
八
（
⑸
）
画
面
右
の
李
克
の
右
へ
と
反
転
さ
せ
て

姫
、

斉
と
し
、

画
面
左
に
、
三
人
の
侍
者
（
と
犬
）
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
図
七
⑷
の
、
右
か
ら

李
克
｜
申
生
｜
犬
｜
献
公
｜

斉
｜

姫

図十二 申生図⑴―⑹の人物配置

⑹

⑵

⑷

⑸

⑶

⑴

姫

姫

李
克

（
侍
者
）

（
侍
者
）

斉

斉

斉

李
克

李
克

李
克

李
克

申
生

申
生

申
生

申
生

献
公

献
公

〔
犬
〕

〔
犬
〕

〔
犬
〕

献
公

献
公

献
公

献
公

申
生

申
生

斉

斉

李
克

卓
子姫

姫

姫

姫

（
侍
者
）

（
侍
者
）

（
侍
者
）

（
侍
者
）

（
侍
者
）

〔
犬
〕

（
侍
者
）

（
侍
者
）

（
侍
者
）
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を
全
て
左
右
反
転
さ
せ
て
、
右
か
ら

姫
｜

斉
｜
献
公
｜
犬
｜
申
生
｜
李
克

と
す
る
の
が
、
図
六
（
⑶
）
で
あ
る
（
画
面
左
に
、
二
人
の
侍
者
を
置
く
）。
ま

た
、
図
四
（
⑴
）
は
、
そ
の
図
六
（
⑶
）
の
、

姫
と
李
克
を
入
れ
替
え
た
形
と

な
っ
て
い
る
（
但
し
、
犬
は
描
か
れ
ず
、

姫
の
左
に
侍
者
を
置
く
）。
そ
の
よ

う
な
遺
品
⑴
｜
⑹
の
申
生
図
（
図
三
｜
図
八
）
に
お
け
る
、
人
物
の
配
置
を
一
覧

と
し
て
示
せ
ば
、
図
十
一
の
よ
う
に
な
る
（
⑹
を
一
段
目
と
し
、
以
下
の
⑴
｜
⑸

の
順
序
は
、
人
物
の
配
置
に
よ
り
適
宜
、
そ
れ
を
改
め
て
あ
る
）。

五

曹
操
高
陵
か
ら
出
土
し
た
孝
子
伝
図
に
は
、
申
生
図
（
図
三
）
の
他
、
そ
の
下

の
第
四
層
右
に
描
か
れ
る
（
図
二

図
一

）、
金
日

図
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

図
十
三
は
、
そ
の
金
日

図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る18

）

。
金
日

は
、
匈
奴
の
休
屠

王
の
太
子
で
、
霍
去
病
に
敗
れ
て
母
子
共
々
、
漢
に
降
り
奴
隷
と
な
っ
た
後
、
漢

武
帝
に
見
出
だ
さ
れ
て
重
用
さ
れ
、
そ
の
無
二
の
忠
臣
と
な
っ
た
と
い
う
異
色
の

人
物
で
あ
る
（
漢
書
六
十
八
金
日

伝
三
十
八
）。
武
帝
は
、
金
日

の
母
の
像

を
描
き
、
甘
泉
殿
に
掲
げ
さ
せ
た
所
、
金
日

は
、
甘
泉
宮
に
参
る
度
に
そ
れ
を

拝
し
、
涙
を
流
し
て
長
く
立
ち
去
ら
な
か
っ
た
と
言
う
（
漢
書
金
日

伝
、
論
衡

乱
竜

）。
金
日

図
は
、
そ
の
話
を
描
い
た
も
の
で
、
現
存
す
る
金
日

図
は
、

纔
か
二
例
に
過
ぎ
ず
、
図
十
三
の
出
現
は
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
、
重
要
な
出
来

事
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
十
四
は
、
そ
の
二
つ
の
金
日

図
を
示
し
た
も

の
で
、
上
は
武

祠
三
石
２
層
の
、
下
は
、
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
北
壁
１
層
の

そ
れ
を
、
共
に
摸
写
図
に
よ
っ
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る19

）

（
上
、
榜
題
左
か
ら
「
騎

都
尉
」「
休
屠
像
」）、
下
（「
翁
叔
」「
甘
泉
」「
休
屠
胡
」）。
図
十
二
に
榜
題
、
題

記
の
類
の
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
本
図
が
金
日

図
で
あ
る
こ
と
は
、
図

十
四
上
下
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
直
ち
に
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
図
十
三
は
、

画
面
左
に
金
日

、
右
に
母
（
の
像
）
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
中
央
の
建
物
は
、

甘
泉
殿
に
外
な
ら
な
い
（
図
十
四
上
下
も
同
じ
）。
そ
し
て
、
本
図
は
、
建
物
の

外
に
金
日

を
描
い
て
い
る
点
、
下
の
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
の
そ
れ
と
構
図
が

全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る20

）

（
上
の
武

祠
の
金
日

は
、
建

図十三 曹操高陵出土画象石（金日 図)
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図十四 金日 図（上、武 祠、下、和林格爾後漢壁画墓。共に摸図)
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物
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
）。
金
日

図
が
孝
子
伝
図
で
あ
る
こ
と
は
、
図
十
四

上
下
の
二
図
か
ら
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
孝
子
伝
本
文
は
、
遺
憾
乍
ら

逸
し
て
今
に
伝
わ
ら
ず
、
た
だ
論
衡
乱
竜

の
一
条
の
記
事
の
み
が
纔
か
に
そ
の

面
影
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
か
く
情
報
の
乏
し
い
金
日

図
の
研
究
状
況
を
鑑

み
る
に
、
今
般
の
図
十
三
の
出
現
は
、
今
後
の
そ
の
展
開
に
、
大
き
な
力
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。
画
象
石
の
断
片
で
は
あ
る
が
、
伯

図
も
あ
る21

）

（
図
十
五
、
題

記
「
孝
子
伯
楡

）
□
」）。
そ
れ
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
４
伯

に
よ
っ
た
も
の
に
違
い

な
い
。
目
下
、
管
見
に
入
っ
た
曹
操
高
陵
の
孝
子
伝
図
は
、
申
生
図
と
金
日

図
、

伯

図
の
三
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
前
掲
『
曹
操
高
陵
』（
二
〇
一
六
年
）
の
頁
を

繰
っ
て
い
る
と
、
孝
子
伝
図
以
外
に
、
列
女
伝
図
、
列
士
図
な
ど
の
図
像
も
、

屡
々
目
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
小
稿
を
結
ぶ
に
当
た
り
、
そ
れ
ら
を
簡
単
に
紹
介

し
た
上
で
、
例
え
ば
申
生
図
（
図
三
）
な
ど
は
一
体
、
曹
操
高
陵
の
何
処
に
描
か

れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

曹
操
高
陵
出
土
の
列
女
伝
図
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
図
像
が
描
か
れ
て
い

図十五 伯 図

図十六 周室三母図（右）、 寡高行図（左)
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た
ら
し
い
。

・
周
室
三
母
図
（
列
女
伝
一
６
）

・
斉
杞

妻
図
（
列
女
伝
四
８
）

・

寡
高
行
図
（
列
女
伝
四
14
）

・
魯
秋
潔
婦
図
（
列
女
伝
五
９
）

図
十
六
｜
図
十
八
は
、
そ
れ
ら
四
図
の
列
女
伝
図
の
断

片
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る22

）

。
図
十
六
右
は
、
周
室
三
母

図
の
一
部
ら
し
く
（
題
記
「
文
王
十
子
」）、
太
姜
、
太

任
、
太

の
三
母
の
第
三
、
太

の
図
と
思
わ
れ
、
本

文
に
は
、
伯

考
、
武
王
発
な
ど
そ
の
十
子
の
名
が
上

が
る
。
図
十
七
は
、
所
謂
七
女
復
仇
図
の
上
層
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
図
十
七
右
は
、
斉
杞

妻
図
で
あ
る

（
榜
題
右
か
ら
「
紀杞

）

」「
紀杞

）

□
」「
侍
郎
」「
侍
郎
」

「
侍
史
」）。
そ
の
左
は
、
伯
夷
叔
斉
図
で
あ
ろ
う
（
榜

題
左
か
ら
「
首
陽
山
」「
使
者
」「

」「
□
者
車
」）。

但
し
、
こ
れ
は
、
列
女
伝
図
で
は
な
く
後
述
、
列
士
図

に
属
し
て
い
る
。
図
十
六
左
は
、

寡
高
行
図
の
断
片

で
あ
る
（
榜
題
「

高
行
」）。
図
十
八
左
は
、
魯
秋
潔

婦
図
の
原
石
と
模
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る23

）

。
榜
題
等

は
な
く
、
ま
た
、
右
は
、
何
ら
か
の
列
士
図
ら
し
い
が
、

未
勘
で
あ
る
。

列
士
図
と
し
て
ま
ず
目
に
止
ま
る
の
は
、
改
め
て
図

像
を
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
申
生
図
の
下
、
図
二

図十七 斉杞 妻図（右）、伯夷叔斉図（左)

図十八 魯秋潔婦図（左)
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（
図
一
）
の
第
三
層
左
に
描
か
れ
る
、
趙
遁
図
で
あ
ろ
う
（
題
記
左
か
ら
「
趙
宣

車
馬
」「
義
人
趙
宣
」「
餓
人
霊

」）。
趙
宣
（
趙
宣
子
）
は
、
晋
の
趙
遁
の
こ
と

で
、
宣
子
は
、
そ
の
諡
で
あ
る
（
春
秋
左
氏
伝
宣
公
二
年
な
ど
）。
そ
の
右
の
図

像
が
大
変
興
味
深
い
。
私
は
か
つ
て
同
類
の
図
像
を
、
舜
な
い
し
、
伯
奇
の
も
の

と
推
測
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が24

）

、
今
一
つ
確
信
を
持
て
ず
に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
同
類
の
図
像
群
を
め
ぐ
っ
て
、
著
し
い
研
究
の
発
展
を
見
、
例
え
ば
第
三
層

右
の
よ
う
な
図
像
を
、
韓
朋
貞
夫
図
と
す
る
考
え
が
、
極
め
て
有
力
と
な
っ
て
お

り25
）

、
従
う
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
図
二
（
図
一
）
第
四
層
も
列
士
図
で
あ

る
（
題
記
右
か
ら
「
管
仲
」「
陳

強
」「
斉
王
晏
子
」）。
題
記
「
管
仲
」
に
は
、

不
審
が
残
る
が
、
こ
れ
は
、
所
謂
二
桃
殺
三
士
の
話
を
描
い
た
列
士
図
で
（
晏
子

春
秋
二
内
篇
諌
下
二
・
二
十
四
な
ど
）、
陳

強
は
、
田
開
疆
で
あ
ろ
う26

）

。
ま
た
、

図
十
四
左
に
、
伯
夷
叔
斉
図
の
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
図
十
七
の
右
も
列

士
図
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る27

）

。

以
上
は
、
曹
操
高
陵
の
画
象
石
の
中
か
ら
、
孝
子
伝
図
、
列
女
伝
図
、
列
士
図

と
思
し
き
図
像
を
、
目
に
付
く
ま
ま
列
挙
し
て
み
た
に
過
ぎ
な
い
。
中
に
は
、
例

え
ば
図
一
（
図
二
）
の
よ
う
に
、
纏
ま
り
を
持
っ
た
画
象
石
も
二
、
三
存
す
る
が
、

そ
れ
ら
も
含
め
て
曹
操
高
陵
の
画
象
石
が
目
下
、
全
て
断
片
と
な
っ
て
い
る
現
状

は
、
過
去
に
お
け
る
そ
の
破
壊
の
激
し
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
瞥
見
し
て
み
た
だ
け
で
も
、
そ
の
画
象
石
の
内
容
の
重
要
さ
を
窺
う

に
十
分
な
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
後
漢
以
降
の
陵
墓
に
お
い
て
、
特
に
皇
帝
ク
ラ

ス
の
そ
れ
に
お
い
て
、
内
部
に
孝
子
伝
図
、
列
女
伝
図
、
列
士
図
な
ど
が
描
か
れ

た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
一
事
を
以
っ
て
し
て
も
、
例
え

ば
申
生
図
（
図
三
）、
金
日

図
（
図
十
三
）
な
ど
の
出
現
が
孝
子
伝
、
孝
子
伝

図
研
究
史
に
と
っ
て
、
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
看
て
取
れ
よ

う
。
今
後
の
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
が
、
切
に
俟
た
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
曹
操
高
陵
の
画
象
石
は
、
全
て
が
破
壊
さ
れ
、
断
片
化
し
て
バ
ラ
バ
ラ

の
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
殆
ど
原
姿
を
留
め
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の

画
象
石
は
、
果
し
て
陵
墓
の
何
処
に
あ
っ
た
の
か
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
曹
操
墓
の
真
相
』（
平
成
23
年
。
原
著
は
、
二
〇
一

〇
年
刊
）
と
い
う
書
物
が28

）

、
大
変
示
唆
的
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
同
書
一
章

に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
一
月
二
十
四
日
に
、
後
室
の
後
部
の
舗
地
石
上
に
、
縦

一
・
〇
二
米
、
横
二
・
四
二
米
と
な
る
、
石
室
等
の
置
か
れ
た
跡
に
残
る
、
六
個

の
圧
迫
痕
（
印
痕
。
12
糎
×
12
糎
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
76
、
77
頁
。
原
著
57

頁
）。
図
十
九
は
、
後
室
に
残
る
、
そ
れ
ら
六
個
の
圧
迫
痕
の
所
在
を
示
し
た
も

図十九 後室の圧迫痕
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の
で
あ
る29

）

（
私
に
矢
印
を
加
え
た
）。
曹
操
高
陵
の
「
墓
壁
に
は
画
象
石
を
「
は

め
込
ん
だ
」
痕
跡
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
」（
77
頁
。
原
著
58
頁
）
て
お
り
、

「
ま
た
、「
画
象
石
の
破
片
は
す
べ
て
、
同
一
建
築
物
の
よ
う
で
」（
77
頁
、
原
著

58
頁
）、
さ
ら
に
石
彫
の
瓦
当
（
軒
先
を
葺
く
丸
瓦
）
な
ど
が
、
同
時
に
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら30

）

（
図
二
十
）、
同
書
は
、
画
象
石
の
断
片
に
つ
い
て
、
墓
主
の

遺
骸
を
い
れ
た
木
棺
を
収
め
る
た
め
の
、
石
室
（
石

）
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
推

測
し
て
い
る
（
78
頁
、
原
著
58
頁
）。
な
お
曹
操
高
陵
か
ら
は
、
曹
操
の
も
の
と

思
し
い
頭
骨
や
、
木
棺
の
残
留
物
、
二
十
糎
を
越
え
る
鉄
製
の
棺

な
ど
も
出
土

し
て
い
る
。
す
る
と
、
図
三
の
申
生
図
な
ど
は
、
曹
操
の
遺
骸
を
入
れ
た
木
棺
の

外
を
、
直
接
に
覆
う
、
石
室
の
壁
面
に
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
は
、

驚
く
べ
き
事
実
で
あ
っ
て
、
画
象
石
の
断
片
に
よ
る
そ
の
石
室
の
復
元
が
、
何
よ

り
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
・
〇
二
米
×
二
・
四
二
米
と
い
う
、
圧
迫
痕
か
ら
推
測
さ
れ
る
、
そ
の
石
室

の
大
き
さ
は
、
例
え
ば
武

祠
の
一
・
四
〇
米
×
二
・
四
一
米
（
×
高
一
・
八
四

米
）
に
対
し
、
縦
（
奥
行
）
こ
そ
四
〇
糎
弱
短
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
一
方
、
後
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
有
名
な
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

蔵
北
魏
石
室
（
寧

石
室
、
五
二
七
年
）
の
そ
れ
（
〇
・
九
七
米
×
二
米

×
高

〇
・
九
七

）
と
較
べ
る
と
、
横
は
約
四
〇
糎
大
き
い
が
、
縦
（
奥
行
）
は
、
殆

ど
違
わ
な
い
こ
と
が
分
か
る31

）

（
図
二
十
一
）。

も
し
曹
操
高
陵
出
土
の
画
象
石
群
が
、
石
室
形
態
の
画
象
石
室
を
形
成
す
る
と

す
る
な
ら
、
そ
れ
ら
が
例
え
ば
図
二
（
図
一
）
に
見
ら
れ
る
如
く
、
数
層
に
亙
る

孝
子
伝
図
、
列
女
図
、
列
士
図
を
描
い
て
い
る
点
、
明
ら
か
に
武

祠
の
そ
れ
ら

を
受
け
、
例
え
ば
両
側
に
上
下
二
層
の
孝
子
伝
図
二
図
、
計
四
図
の
そ
れ
を
有
す

る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
図
二
十
）
な
ど
の
先
駆
と
な
る
こ
と
な
ど
、

北
魏
時
代
に
花
開
く
孝
子
伝
図
の
様
式
成
立
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
一

級
資
料
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

〔
注
〕

１
）

振
林
氏
『
文
化
安
豊
』（
大
象
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

２
）図
一
は
、

氏
注

１
）前
掲
書
43
頁
に
拠
る
。

３
）河
南
省
文
物
考
古
研
究
院
『
曹
操
高
陵
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六

年
）

４
）図
二
は
、
注

３
）前
掲
書
十
章
十
五
節
233
頁
、
図
一
五
二
に
拠
る
（
以
下
も
同

じ
）。
本
画
象
石
は
、
盗
掘
に
よ
り
一
旦
、
外
に
持
ち
出
さ
れ
、
後
に
警
察
に
よ

っ
て
押
収
さ
れ
た
も
の
の
一
点
で
あ
る
。
な
お
注

１
）前
掲
書
に
は
、
本
画
象
石

を
含
む
計
六
点
の
押
収
品
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
が
（
39
｜
43
頁
）、
注

３
）前

図二十一 ボストン美術館蔵北魏石室
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掲
書
十
章
十
五
節
は
、
そ
の
内
の
四
点
の
摸
写
図
が
載
る
の
み
で
あ
る
（
233
｜
236

頁
。
小
さ
く
砕
け
た
断
片
を
除
く
）。

５
）注

３
）前
掲
書
十
章
十
五
節
232
頁
。
な
お
関
尾
史
郎
氏
『
三
国
志
の
考
古
学

出

土
資
料
か
ら
み
た
三
国
志
と
三
国
時
代
』（
東
方
書
店
、
令
和
元
年
）
二
章
四
節

は
、
本
書
に
よ
っ
て
、
申
生
図
を
も
含
む
本
画
象
石
（
図
二
）
の
内
容
を
、
丁
寧

に
紹
介
さ
れ
た
（
後
藤
昭
雄
氏
教
示
）。
関
尾
氏
に
よ
る
申
生
図
の
解
説
部
分
を

示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
92
頁
）

第
二
層
か
ら
見
て
い
く
と
、「
前
婦
子
字
申
生
」
は
春
秋
時
代
、
晋
の
献
公

の
太
子
だ
っ
た
申
生
だ
ろ
う
。
献
公
と
そ
の
後
妻
で
あ
る

姫
に
疎
ま
れ
、

最
後
は
自
死
す
る
こ
と
に
な
る
人
物
で
あ
る
（『
史
記
』
巻
三
九
晋
世
家
）。

題
記
を
附
さ
れ
た
人
物
が
短
剣
を
自
分
の
首
に
あ
て
て
い
る
の
は
、
自
死
の

場
面
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、「
晋
沙
公
時
也
」
と
あ
る

「
沙
公
」
と
は
献
公
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
屋
根
の
あ
る
構
造
物
の

中
に
い
る
の
は
そ
の
献
公
、
そ
の
手
前
の
小
さ
な
構
造
物
の
中
で
よ
う
す
を

う
か
が
っ
て
い
る
の
は

姫
か

６
）幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15
年
）

７
）拙
著
『
孝
子
伝
の
研
究
』（
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
５
、
平
成
13
年
）

一
参

照
。

８
）拙
稿
「
申
生
贅
語
｜
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
｜
」（『
密
教
図
像
』
22
、
平
成
15
年
12

月
。
後
、
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』

汲
古
書
院
、
平
成
19
年

二
３
に
再

録
）

９
）図
四
は
、
容
庚
『
漢
武

祠
画
像
録
』（
考
古
学
社
専
集
13
、
北
平
燕
京
大
学
考

古
学
社
、
民
国
25
年
）
五
十
二
｜
五
十
四
に
拠
り
、
下
は
、
石
索
三
に
拠
る
。
図

五
は
、
山
東
石
刻
芸
術
博
物
館
『
山
東
石
刻
芸
術
選
粋
』
漢
画
像
石
故
事
巻
、
六

輯
三
〇
に
拠
る
。
図
六
は
、
架
蔵
拓
本
に
拠
る
。
図
七
は
、
山
東
石
刻
芸
術
博
物

館
提
供
の
写
真
に
拠
り
、
下
は
、『
文
物
』
92
・
12
、
76
頁
図
三
に
拠
る
。
図
八

は
、『
文
物
参
考
資
料
』
58
・
4
、
36
頁
図
二
に
拠
る
。

10
）宮
崎
市
定
氏
『
史
記
を
語
る
』（
岩
波
新
書
黄
84
、
岩
波
書
店
、
昭
和
54
年
。
後
、

宮
崎
市
定
全
集
５
史
記

岩
波
書
店
、
平
成
３
年

に
再
録
）

11
）太
平
記
の
申
生
譚
（

姫
譚
）
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙

著
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』

和
泉
書
院
、
昭
和
62
年

二
１
参
照
）。

12
）注

３
）前
掲
書
十
章
五
節
四
170
頁
、
図
一
二
一
（
拓
本
左
下
。
178
頁
）、
十
四
節

231
頁

13
）両
孝
子
伝
の
本
文
は
、
注

６
）前
掲
書
に
よ
る
。
類
林
所
引
逸
名
孝
子
伝
の
本
文

は
、
金
、
王
朋
寿

類
林
雑
説
一
・
１
所
引
に
よ
る
（
嘉
業
堂
叢
書
本
に
よ
り
、

陸
氏
十
万
巻
楼
本
影
金
写
本
を
参
照
し
た
）。

14
）王
恩
田
氏
「
泰
安
大

口
漢
画
像
石
歴
史
故
事
考
」（『
文
物
』
92
・
12
）。
な
お
、

先
だ
っ
て
劉
敦
愿
氏
「『
山
東
漢
画
像
石
選
集
』
中
未
詳
歴
史
故
事
考
釈
」（『
東

岳
論
叢
』
84
・
2
）
は
、『
山
東
漢
画
像
石
選
集
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
二
年
）

図
版
八
〇
（
図
一
八
二
）
の
嘉
祥

山
一
号
墓
二
石
３
層
、
及
び
、『
文
物
』

82
・
5
、
64
頁
図
二
の
嘉
祥

山
二
号
墓
一
石
３
層
が
、「
晋
献
公
殺
太
子
申
生
」

図
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
す
る
（
前
掲
図
六
、
図
七
）。

15
）中
国
画
象
石
全
集
１
山
東
漢
画
像
石
（
中
国
美
術
分
類
全
集
、
山
東
美
術
出
版
社
、

河
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
図
版
説
明
二
三
〇
、
76
頁
）

16
）泰
安
市
文
物
局
、
程
継
林
氏
「
泰
安
大

口
漢
画
像
石
墓
」（『
文
物
』
89
・
１
）

17
）現
存
す
る
申
生
の
孝
子
伝
本
文
と
、
穀

伝
そ
の
他
の
諸
書
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
注

８
）前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
そ
の
拙
稿
に
お
い
て
は
、
穀

伝
に
あ
る
犬
の
記
述
を
見
落
と
し
て
い
た
。
謹
ん
で
訂
正
す
る
）。

18
）図
十
三
が
金
日

図
で
あ
る
こ
と
は
、
朱
滸
氏
「
曹
操
墓
画
像
石
之
〞
金
日

〝

〞
貞
夫
韓
朋
〝〞
魯
秋
潔
婦
〝
故
事
考
」（『
美
術
考
古
研
究
』
28
、
二
〇
一
八
・

四
期
）
に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
金
日

図
に
つ
い
て
は
、
注

８
）前
掲
拙
著

一

２
を
参
照
さ
れ
た
い
。

19
）図
十
四
上
は
、
隷
続
六
に
拠
り
、
下
は
、
内
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
、
幼
学
の
会
、

内
蒙
古
博
物
院
『
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
孝
子
伝
図
摸
写
図
輯
録
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
10
頁
上
に
拠
る
。

20
）曹
操
高
陵
の
画
象
石
の
作
風
に
つ
い
て
、
楊
愛
国
氏
に
、
そ
れ
が
武

祠
を
始
め

と
す
る
、
山
東
省
の
後
漢
の
画
象
石
と
一
致
し
、
或
い
は
、
山
東
省
の
工
匠
が
当

地
に
赴
い
た
も
の
か
と
す
る
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
説
が
あ
る
が
（『
中
国
文
物

報
』
二
〇
一
〇
年
十
月
一
日
「
加
強
基
礎
研
究
｜
曹
操
高
陵
考
古
発
現
専
家
座
談

会
発
言
摘
要
」）、
一
方
、
図
十
三
と
図
十
四
下
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
内
蒙
古

一
九

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



自
治
区
の
孝
子
伝
図
な
ど
と
の
幅
広
い
連
関
に
も
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

21
）図
十
五
は
、
注

３
）前
掲
書
十
章
五
節
五
180
頁
、
図
一
二
三
に
拠
る
。

22
）図
十
六
左
は
、
注

３
）前
掲
書
十
章
五
節
五
179
頁
、
図
一
二
二
に
、
右
は
、
彩
版

九
二
に
拠
る
。
図
十
七
は
、
同
十
章
十
五
節
235
頁
、
図
一
五
四
に
拠
る
。
図
十
八

上
は
、

振
林
氏
注

１
）前
掲
書
40
頁
、
下
は
、
注

３
）前
掲
書
十
章
十
五
節
236

頁
、
図
一
五
五
に
拠
る
。

23
）魯
秋
潔
婦
図
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
京
博
物
院
蔵
後
漢
画
象
石
の
魯
秋
胡
子
図

｜
新
出
の
列
女
伝
図
に
つ
い
て
｜
」（『
京
都
語
文
』
23
、
平
成
28
年
11
月
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
図
十
八
は
、
そ
こ
に
加
え
る
べ
き
一
図
で
あ
る
。

24
）注

８
）前
掲
拙
著

二
１
ま
た
、

二
２

25
）楢
山
満
照
氏
「
後
漢
鏡
の
図
像
解
釈

中
国
美
術
史
上
に
お
け
る
儒
教
図
像
の
意

義
」（『
銅
鏡
か
ら
読
み
解
く
２
〜
４
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

三
角
縁
神
獣
鏡
と
関
連

鏡
群
の
諸
問
題
』（
ア
ジ
ア
遊
学
237
、
勉
誠
出
版
、
令
和
元
年
8
月
）

所
収
参

照
。

26
）関
尾
氏
注

５
）前
掲
書
二
章
四
節
、
滸
氏
注

18
）前
掲
論
文

27
）な
お

振
林
氏
注

1
）前
掲
書
41
頁
に
は
、
図
一
（
図
二
）
の
連
れ
と
思
し
い
、

五
層
か
ら
成
る
貴
重
な
画
象
石
の
原
石
写
真
が
載
り
、
そ
の
第
四
層
な
ど
に
描
か

れ
る
図
像
も
、
明
ら
か
に
何
ら
か
の
列
士
伝
図
と
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
注

３
）

前
掲
書
等
に
未
収
載
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。

）河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
（
渡
邉
義
浩
氏
監
訳
・
解
説
、
谷
口
建
速
氏
訳
）『
曹

操
墓
の
真
相
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
23
年
。
原
著
は
、
河
南
省
文
物
考
古
研
究

所
『
曹
操
墓
真
相
』

科
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年

）

29
）図
十
九
は
、
注

３
）前
掲
書
五
章
三
節
70
頁
、
図
二
六
に
拠
る
。

30
）図
二
十
は
、
注

３
）前
掲
書
十
章
五
節
四
171
頁
、
図
一
一
四
に
拠
る
。

31
）図
二
十
一
は
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
東
洋
美
術
名
品
集
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
東
洋

部
、一
九
九
一
年
）
図
版
131
に
拠
る
。

〔
付
記
〕小

稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
り
、

呉
強
華
理
事
長
の
御
高
配
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

く
ろ
だ

あ
き
ら

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
二
日
受
理

二
〇

魏
曹
操
高
陵
の
孝
子
伝
図
（
黒
田

彰
）




